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6月 19日に第5回泥リンピックが3年ぶりに行われました。おやじ・おふくろの会が企画運営し、30名

以上の児童が参加しました。学校運営協議会副会長の佐竹さんより「コロナ禍の中、待ち望んでいるたくさ

んの子どもたちのために開催しようと、おやじ・おふくろの会や先生方が計画や準備をしてきた。今日は、良

い思い出になるようにルールを守って怪我無く楽しんでほしい。」と挨拶がありました。始めは、恐る恐る田

んぼに足を入れていた子どもたちも、どろんこ綱引きやどろんこリレーなどのゲームをして大はしゃぎでした。

雨のため、1時間遅らせての開催でしたが、泥んこになって楽しむ子どもたちや、パフォーマンスで盛り上げ

てくださる大人たちの皆さんのおかげで終始笑顔でいっぱいでした。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
6 月２２日に２年生がおやじの会のみなさんに教えてもらいながら、ロープを使って田植えをしました。最

初は、ぬかるみに足を取られて思うように動くこともできませんでしたが、「まっすぐ足をあげてごらん」「苗

を土にしっかり押し込んで」と田植えのコツを教わると、少しずつ上手にできるようになりました。今年のお

米の銘柄は「にこまる」です。秋の収穫が楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白山小学校学校運営協議会 

すくすく健康部会 

すくすく健康部会 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5年生は、6月29日に車いすバスケットの体験学習を行いました。授業では、パラスポーツクラブの
サポーターさん 5 名に教えていただき、競技用車いすに乗ったり、車いすバスケットに挑戦したりしまし
た。子どもたちは、「難しかったけれど、楽しかった。」「選手の活躍を見てすごいなと思った。パラリンピ
ックも見てみたい。」と車いすバスケットを通じて、障害への理解を自然に考えることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 年生は、はくざんっ子学習「仕事について学ぼう」で身近な人から話を聞き、働くことについての考

えを深める学習に取り組んでいます。今回は、株式会社ナイバの方に来ていただき、地質を調査する仕

事について教えてもらいました。ボーリングマシンを運動場に設置して、実際に動かしているところや搾

取した白山小の地層を見せてもらい説明を受けたり、香川県の岩石についても専門的なお話を聞いた

りすることができました。最後に子どもたちから質問をすると、仕事への情熱や思い、働くことの大変さや

大切さを聞くことができました。子どもたちは、たくさんの知識を学び、働くことの意味を考える貴重な時

間を持つことができました。 

 

 

わくわく学習部会 

6月 30日に、第 2回学校運営協議会が開かれました。協議

会では、4 月からの三部会の取り組みや、校長より学校の取り

組みについて説明があり、これからの活動についても承認され

ました。また、今年からの GIGA スクールへのより良い理解のた

め、子どもたちに配布された iPad を参加者全員で使用する機

会を設けました。 

 


